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本校は、２００９年に西日本第１号の国際バカロレア（ＩＢ）ＤＰ認定を受けた一条校で、生徒はグ
ローバル社会のリーダーを目指し、学内外で様々な活動に取り組みます。
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AICJ Sports Day 体育祭 3年ぶりに開催 ＠広島サンプラザ

3年前を思い出しながらの運営で、ハラハラドキドキでした。中学生は3学年とも初めての体育祭で、心配もし
ていましたが、高2の実行委員を中心にしっかりとサポートしてくれました。保護者の方々のご来場はかないま
せんでしたが、後日、YouTubeで、生徒の奮闘の様子を限定配信しました。ご理解ご協力ありがとうございま
した。

毎年恒例となりました夏イベントを開催しました。多くの小学生のみなさんに、様々な技術体験や理科実験に
挑戦してもらいました。楽しんでいただけたでしょうか。「技術体験教室」は技術部の生徒が、企画運営して
くれました。ご来場いただいた皆様ありがとうございました。お土産の「AICJ饅頭」は美味しかったですか？

東京ディズニーシ―と浅草

３Dプリンターの説明 アンモニアの噴水実験

修学旅行 中3は、東京へ 高２は、北海道へ

今年も開催！ 小学生対象の技術体験教室・理科実験教室
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AICJブリッジ

中3は、2泊3日の日程で東京へ行ってきまし
た。事前に荷物をホテルに配送し、飛行機に
も身軽に乗ることができました。

高2は、3泊4日の日程で札幌や小樽やニセコを回
り、海鮮や大自然を満喫しました。北海道は、ど
こまで行っても北海道でした(笑)。

羊ケ丘公園で大志を抱く

ラベンダー畑

ドローンの操縦体験 大気圧を感じる実験



恒例オンライン企画～AICJのネイティブの先生と話そう！～

今年度も、小学生を対象とした本校のネイティブ教員によるオンライン英会話教室を開催しました。
多くの皆さんに参加してもらい、英語でのおしゃべりを楽しんでもらいました。以前のように、対面
でできるイベントとなる日が、一日でも早く来ることを願っています。

”It was great fun chatting to all 
elementary students and seeing 
their enthusiasm for English. I hope 
we can meet face-to-face in the 
future.”

NPO法人“ロシナンテス”理事長 川原 尚行氏 講演会開催

ロシナンテスは、これまで主にアフリカのスーダン・ザン
ビアで、国や地域と協力しながら診療所をつくり、給水所
の整備や学校建設、栄養改善なども含めた包括的な保健事
業を整備することで、現地の人たちだけで医療を継続でき
る仕組みづくりをしてきました。今回は、理事長兼スーダ
ン現地代表である川原尚行氏をお招きし、本校の中学生に
海外で活動することの難しさや、多くの困難な状況を乗り
越えるための工夫や精神力の大切さを、体験談を交えなが
らお話しいただきました。ありがとうございました。

インターハイ（高校総体）女子サッカー 初出場でBEST8進出
≪広島県予選≫二連覇
１回戦：AICJ   5 vs 0 山陽
準決勝：AICJ 15 vs 0 高陽東
決 勝：AICJ   3 vs 0 広島文教

≪中国地域予選≫初優勝
準決勝：AICJ 1 vs 0 高川学園
決 勝：AICJ 0 vs 0 作陽

（PK 4 VS 2）

≪全国大会≫初出場 全国BEST８
準１回戦：AICJ   5 vs 0 北海道文教大附属
準々決勝：AICJ   1 vs 2 大商学園（大阪）

徳島県で開催の夏のインターハイ（高校総体）の代表校
16校に初めて名前を刻みました。1回戦を突破し、全国ベス
ト4を目指して、準々決勝に臨みましたが、善戦及ばず、惜
しくも涙をのみました。日本一への戦いは、まだまだ続きま
す。この敗戦を糧に、次の冬の選手権では、頂点を目指して
頑張ってほしいと思います。また、これに先んじてJFA第
19回全日本女子フットサル選手権広島県大会でも3連覇を決
めており、11月に開催される中国地域大会へとコマを進め
ています。フットサルでも全国優勝を目指して奮闘中です。
応援して下さった卒部生及び保護者の方々、大会関係者をは
じめサポートしていただいた方々ありがとうございました。

《クーパー校長からのメッセージ》

現地の人との信頼を重視した「共助」の関係を築かれているお話が印象に残りました。異文化の伝統や価値観
の否定は相互理解を生みません。たとえそれが濁った水であっても、同じものを飲み、同じものを食べる。そ
うすることで、お互いに仲間意識が生まれ、持続可能な支援をすることができるとおっしゃっていました。も
し一方的な物資や医療の支援を行ったら、人々はそれに依存してしまうでしょう。また、それは支援者と被支
援者というタテの関係を生むおそれがあります。信頼関係の深いヨコの関係を目指すことで、支援からの自立
を促せると学びました。私は将来、国際協力の仕事をしたいと考えています。もし今後、自分が困っている人
々の支援をする立場になったら、この講演会で学んだことを思い出したいです。

《中3 山口 莉緒さんの感想》

《川原 尚行 氏》

講演後の質疑応答

大商学園戦北海道文教大付属戦

広島県予選優勝後の集合写真

クーパー校長デュラント先生
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